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モ 類

1は じ め に

クモ類 (真正クモ類)は ,節 足動物門, クモ綱 (妹形類), クモロに分

類され,屋 内や庭や住宅周辺で多くの種類と個体数が見られる,最 も身近

な動物である。しかし, 日本各地での分布の実態や環境との関係などが把

握され始めたのは, ようやく1970年代に入ってからであった。

大磯町域のクモに関する最初の報文は,平 塚クその会 (1986)に よる平

塚市内のクモの報告253種中にあげられた高麗山のクモ,101種 である。平

塚 クモの会 (代表 ・大野 悟 )は 平塚市内のクモ相を解明すべく平塚市博

物館の支援を受けて,江 南高校 ・小田原城内高校の生物部員を中心に構成

された会であり, この報告は,1983年 9月から1985年10月までの調査の記

録であった。なお,253種 のうち高麗山だけで記録されている10種と,キ

ンイロエビグモに統合されたエビグモを除 くと,平 塚市域からの記録は

242種となる。

高麗山についてはなかに,新 海 ・熊田 (1987)が神奈川県指定天然記念

物動物調査の一環として,主 に1981年から1982年の調査結果125種を報告

した。また,1985年 5月から1986年2月 までの東京蜘蛛談話会の高麗山で

の4回 の観察採集会の報告124種 (池田,1986)が あり, この報告の一部

は前述の平塚クモの会の報告と重なっている。

上記のように,1990年以前に大磯町域でなされたのは,ほ とんど高麗山

の調査であった。他の地域からの記録は,鷹 取山でのツシマ トリノフンダ

マンの発見だけであった (擁.1991)。

そこで,1991年 から1994年までの町史関連の自然調査では,生 沢から鷹

取山を中心に,大 磯町各地域でのクモの調査を行い,全 体的なファウナ

(動物相)を 解明することを目標とした。

別培属 自然(1996) 抜漏J
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2調 査 方 法

1991年5月 から,生 沢及び鷹取山を中心に調査を行った。ルッキング,

ビーティング, スィーピングなどを併用 してクモを採取 し,そ の場で液浸

標本にした後,持 ち帰って池田が同定 した。1992年以降は,ま だ生息を確

認 していない種の発見に努めた。市街地や海岸,屋 内での調査も行った。

今回の調査に当たっては,多 くの協力者を得た。椀 真 史氏は大磯町域

各地でクモを採集 して くださった。丸山一子 ・浅田真一 ・青木雄司・小日

岳史各氏は鷹取山や虫窪,神 揃山での合同調査のおり, クモを発見あるい

は採集して くださった。屋内種については丸山一子氏を通 じて大磯町内に

在住,あるいは勤務する方々に協力を依頼した結果.奥村陽子 ・小林裕子 ・

後藤ひろ子 ・塚本洋子 ・中村桃子 ・藤田志満子の各氏が標本を寄せてくだ

さった。熊田憲一氏は,1989年 に国府新宿で調査して得た多数の標本を閲

覧させてくださった。なお,一 部の種については,谷 川明男 ・田副幸子 ・

熊田憲一各氏に同定を依頼した。これらの方々に心よりお礼申しあげる。

3 ク モ相の概要

過去の記録 と町史関連の調査を合わせて,大 磯町域で確認されたクモ

は,目 録に掲げる32科231種であった。この数は,こ れまで神奈川県で記

録された種数472種 (熊田 ・池田 ・谷川,1995)の 約49%で あ り,県 下の

市町村域で記録されたクモの種数としては多い方である。

県下の分布 と大磯町の自然度から推測して大磯町域で記録される可能性

の高い次の 9種 (ユカタヤマシログモ,ヤ エンオニグモ, キヒメグモ,キ

ヨヒメグモ, ドヨウオニグモ, ハタヶグモ, フジイヨモリグモ,キ クプキ

コモリグモ, イナズマハエ トリ)を 加えると240種になる。

関東地方の クモ相を考慮しながら,大 磯町のクモ相の特徴をあげると以

下のようになろう。なお,南 方孫 ・北方系のクその分布に関しては新海

(1977)を参考にした。

(1)人 家性の クモ (イエオこグモ, ズグロオニグモ,チ リグモ, シモン

グモなど)及 び関東南部の平地のクモ (キシノウエ トタテグモなど)

604

8 グ  モ  類

から,丘 陵性のクモ (ユノハマサラグモ,ハ ラダカツクネグモ, カラ

オニグモなど)ま で,幅 広い種類が確認された。

(2)近 年,東 京都内や神奈川県の都市部で激減 しているヨガネグモが確

認 された。なお,関 東地方に分布するヨガネグモ属 4種 (ヨガネグ

モ,チ ュウガタコガネグモ, コガタヨガネグモ,ナ ガヨガネグモ)が

すべて確認された。

また,こ れまで神奈川県下で 2,3の 地域でしか記録 されていない

稀産種 (ダニグモ, ナシジカレハグモ, チ ビホラとメグモ, ヤマ トマ

ルサラグモ. テングヌカグモ, ヨ ロイヒメグモ, ウスイロヤチグモ)

が確認された。これらはほとんど落葉層に生息する種類であった。

(3)山 地性の種 (ヨガネヒメグモ,ク ス ミサラグモ, ヨ ツボンサラグ

モ,イ シサワォニグモ)が 確認されなかった。

惣)本 州南岸線 (年平均最低気温-3.5℃ の等温練)を 南限 とするクモ

(ナカムラオニグモ, キヌキ リグモ, ハナサラグモ. キ ンヨウグモ,

アゴブ トグそ)が 確認されなかった。それとともに,本 州南岸線をJヒ

限 とするクモ (シPカ ネインウ▼ウグモ, イボカニグモ, アダンソン

ハエ トリ,ア ンダカグモ)が 確認された。

(5)南 方系のため,神 奈川県以東ではな とんど記録 されなか った クモ

(スズ ミグそ, ツシマ トリノフンダマシ, チュウガタシロカネグモ)

が確認された。

大磯町のクモ相にこのような特徴をもたらした理由としては,次 の

ような点があげられる。特徴(1)の理由は主に(1)″に,(2)は(2)′に対応す

る。

(1)′大磯町域は住宅地.人 里,海 岸,草 原,本 田,畑 地,丘 陵,森 林

など多様な環境を含んでいる。平地の住宅周辺にも屋敷林や庭園な

ど緑地があ り,樹 林があって,造 網性 クモ類の造網空間 ・造網足場

となるとともに,タト徊性クモ類の徘御域ともなっている。

(21高 麗山と鷹取山の森林には二次林 (コナラ林,イ ヌシデ林),植

林 (ヒノキ林,ス ギ林), 自然林 (スダジイ林.タ ブノキ林)な ど
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多様な環境があ り,そ れぞれに道応 したクモの生息が可能となって

いる。特に林床の落棄層に生息する稀産種が多く確認されたことか

ら,落 葉層の豊かさが特筆される。ただし,植 林地の針葉樹の林床

は貧弱であ り,二 次林の落葉広葉樹や自然林の常緑広葉樹林の林床

は豊富である。

(3)′高麗山や鷹取山は,山 ではあるが山地のファウナではない。これ

は標高が低いことと,相 模湾に面していて温暖であることが影響 し

ていると考えられる。このことは大磯丘陵の北面にあたる平塚市の

上屋 ・吉沢地区との比較からも推察される。土屋 ・吉沢地区で記録

されて,大 磯町域で記録されていない種 (21種)は ,ホ シミドリヒ

メグモ. キヒメグモ, メキリグモ, オビボソカニグモ・ タ イリクア

リグモ, メスジロ′`エ トリ, マダラスジハエ トリなど,県 央や県北

で記録される種類が多く,同 じ丘陵でも,北 面と特に海岸に面 した

南面の温度差が反映 したものであろう。

(4)′大磯町域は,神 奈川県内を東西の方向に走る本州南岸線の南方に

当る。

(5)″近年,南 方系の種が分布を北方に広げている傾向がある。地域の

平均気温が全体的に上昇 しているかどうかを検討する必要があろ

う。温暖化傾向が続けば,大 磯町域の高麗山などの大磯丘陵は,南

方系の種の,神 奈川県下での初期の定着地となる可能性が強いよう

に思われる。

大磯町と平塚市を比較すると,ク モ相において基本的な傾向はほぼ一致

していた。平塚市域からはナカムラオニグモや山地性の種ヨツボシサラグ

モが記録されているが, これらは個体数も少なく偶産と思われる。

多くの種類のクモが記録されるほど,多 様な環境があると考えてよい。

高麗山から記録した165種は大磯町域での確認種の71%に あたるが, この

豊富さは高麗山独自のものではなく,大 磯丘陵の森林を背景にしたものと

考えている。

これらの森林に支えられた里山の環境をどのように保全していくかが今
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後の課題であろ う。

4 目    録

今回の目録は町史の調査記録のほかに,高 麗山の記録 (平塚クモの会, 1986;

池田,1986; 新 海 ・熊口,1987),鷹 取山のツシマ トリノフンダマシ (税,1991)

を加えて作成 した。その結果,1981年 から1994年までの調査を総合した目録となっ

た。ただ し,高 麗山のシマゴミグモ (池田,1986; 新 海 ・熊口,1987)は ,谷 川

のゴミグモ属のクモの研究結果 (Tanikawa,1992)か らヤマ トゴミグモの誤 りと

判断 した。また,新 海栄一氏のご教示により高麗山の ミドリアシナガグモ (新海 ・

熊田,1987)を 誤同定とした。

目録の科 ・種の配列,及 び学名は,熊 回 ・池田 ・谷川 (1995)の 「神奈川県産 ク

モ類目録」によった。学名の後に大磯町での記録地を記した。

神奈川県下の分布に関しては,県 下の 2.3の 地域で記録されただけの種を 「稀

産種」として扱い。東部から西部まで各市町村で記録されている場合に 「県下に普

通」とした。「県下に普通」であっても,人 里に生息 していない場合や,生 息数が

少なく目につかない場合がある。県下に普通で,市 街地にもよく見られる場合は

「市街地にも普通」とした。

生息状況が似ているものについては, 2～ 3種 をまとめて説明をつけた。

真正クモ類 Araneae

カネコ トタテグモ科 Antrodi3etidae

カネヨトタテグモ Attιroげサ。cι″s rorα″ど 高 麗山,国 府新宿 崖 地に横穴住居

を作 り̀ 両 開きの扉をつける。県全域に分布するが少ない。

トタテグモ科 Ctenizidae

キシノウエ トタテゲモ ニ。″ο″cあ↓αゥp:C。 高 麗山 地 面に縦穴を堀 り片開きの

扉をつける。梅雨期にクモタケが発生する。県下に普通だが,発 見は難しい。

キノボリトタテグモ 防 砲,流a pttpr↓a 高 麗山 樹 幹部や積み石の間に袋状

の住居を作 り,片 開きの扉をつける。都市部には少ない。

ジグモ科 Atypldae

ジグモ Aり p"sん arscんj 高 麗山,国 府新宿 木 の根元や塀などに地下部をもつ

管状の住居を作る。市街地にも普通。

ワスレナグモ C況 0砲砲αし。sを乃α↓α 高 麗山 地 中に縦穴を堀 り,管 状住居を

作る。高来神社の回廊の下の地中に小数生息。県下では他に横浜市,逗 子市, 平

塚市に局地的に分布する。
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ハグモ科 D ictynidae

ネコハゲモ D↓ cり几α力抗S 生 沢 人 家や牛合の外壁 ・窓枠や広案樹の業上にポ

ロ網を振る。市街地にも普通。

カレハグモ Laι ル sんと円とιts 高 麗山 樹 皮 ・石垣などのくばみに l cDlほどのボ

ロ網を張る。県下に普通。

ナシジカレハグモ Laを 旬 sP″ 元CιθWα ttα 高 麗山 普 通のハグモ類は 8眼 だ

が,本 種は 6眼 で,湿 った落葉の間や朽木のすき問などに網を張る。稀産種。

ウズグモ科 UrOboridae

オウギグモ ■ ンPをあ確Sα″れ'S 国 府新宿 林 内のうす暗い所に扇網を張る。市

街地には生息せず,生 息地は限られる。

マネキグモ 財 tagraれ 殉呼 s Or↓例Latts 高 麗山,国 府新宿 樹 間やかん木の

下に致本の糸からなる条網を引く。市街地にも普通。

カタハリウズグモ 00し0乃obo sγbο抗挽s 高 麗山,国 府新宿 林 内の下草間に渦

巻状のかくれ帯をもつ水平円網を作る。県下に普通。

ウズグモ 後 と。れθbα υαrtaぇs 高 麗山,鷹 取山 カ タハリウズグモと同様の生態

だが,関 東地方では生息が局地的。

チリグモ科 OecObildae

チリグモ a死 ob'2s a,れとι"es 高 麗山 屋 内にすむ小///種。屋外では灯籠や塀

の隅に天幕状の住居を作る。県下に普通。

エンマグモ科 Segestrtidae

ミヤグモ ム r'aあ α ιαι2rαtts 高麗山 神 社の柱の穴に管状住居を作 り,入 リロ

から受信糸を出す。県下に普通。

タマゴグモ科 OonOpidae

ダニグモ Caれ osottθrp九。ごα↓呼んrac↓a 高 麗山 腹 部背面と腹面にキチン板

が発達する。落葉層にすむ。稀産種。

ナル トミダニグモ rsNcれた。↓り r夕とSれar″しθ砲克 高 麗山 落 棄層や石の下に生息

する。局地的に分布する。

オキツハネグモ θ rcんθsけれαoた挽sレ↓ 高 麗山 落 葉層を徘徊する。驚 くとピョ

ンと跳ねる。丹沢など丘陵地に分布。

アカハネグモ θ rcんcsをあas研 暫″あ2o 国 府新宿 落 葉層に生息する。局地的に

分布する。

ユウレイグモ科 Pholcidae

ユウレイグモ P/2。2c″scァン0とiCoιθれs 鷹 取山,神 揃山,西 小磯。国府新宿 下

草の間や樹の根元に不規員」網を張る。県下に普通。

イエユウレイグモ Pれ oιc,sPん αιαttg↓o↓ルs 大 磯町郷上資料館 屋 内の線の 「

608

8 ク  モ  類

などに生息。ユウレイグモより大形。記録は局地的である。

シモングモ Sperttopんora sを■Oc"αιa 石 神台 主 に屋内に生息 し,窓 枠の隅

などに不規則網を張る。県下に普通。

ヒメグモ科 Theridiidae

ツリガネヒメグモ Acん αgarαれga a確″娩んoraI 高 麗山,鷹 取山, 国府新宿不

規則網を作る。ときどき網の中に釣鐘状住居を作る。県下に普通。

カグヤヒメグモ ム cんacarattca cと′cわοra 高 麗山,国 府新宿 不 規則網を作

る。オオヒメグモに似るが,主 に屋外にすむ。県下に普通。

ヒメグモ Aご んo2αrαれ夕αメの OれCa 高 麗山,鷹 取山,国 府新宿 常 緑樹の枝間

に,シ ー ト部のある不規則網を作る。市街地にも普通。県下に普通。

オオツリガネヒメグモ ム cれaで。rαれでα ιαbじιαιa 鷹 取山 不 規則網の中に砂粒

で鐘状住居を作る。局地的に分布。

オオヒメグモ Acん 。carαttθoけ響'どar↓or“碗 高 麗山,国 府新宿,城 山公園, 石

神台 屋 内の壁の隅などに普通。県下に普通。

コンピラヒメグモ Acん α¢araれcαたοttpどrθ,s,s 生 沢,国 府新宿 草 本の間な

どに不規則網を作る。丘陵地に生息。

アシブ トヒメグモ Attθιos,腕″s crass"cs 高 麗山,鷹 取山,西 小磯,国 府新宿

かん木の枝先に不規RJ網を作る。海岸地域や市街地にも普通。

シロカネイツウロウグモ ム 堪炒rO」cs boれα陸0 高 麗山,神 揃山、生沢,国 府新

宿 ジ ョロウグその細によく居候する。記録は局地的である。

オナガゲモ ム rgyrοttsり ιrrL渉ogosをr 高 麗山, 国府新宿 松 案に似る。 1

本の粘性のない条網を張 り。 クモを結食する。丘陵地に普通。

チリイツウロウグモ ム rgyrοtts,SSL/rO■S 高 麗山,生 沢,西 小磯,国 府新宿

ヨクサグモやクサグモの網に居候する。県下に普通。

フタオイツウロウグモ A宅 伊rOど2s九″ 高 麗山,鷹 取山, 生沢, 国府新宿 ヨ

タサグモや タサグモ, ヒメグモの網に居候する。市街地にも普通。

ツノナガイツウ臼ウグモ Argyroど θs ttlppoれc″s 園 府新宿 フ タオインウロ

ウグモに酷似するが, 自分自身の網を作る。記録は局地的。

ヤリグモ Argyrotts scgaれ “s 高 麗山.生 沢,国 府新宿 他 のクモの紹に侵入

し,網 主のグモを捕食する。県下に普通。

ヤ木シヒメグモ COιθοsοttα OCと0砲octtαι"れ  高 麗山, 国府新宿 草 原に多

く,飛 行分散力が大きい。県下に普通。

ボカシミジングモ Dゎ θ?乃a Casとraしα 高 麗山,浅 間山 葉 上で待ち伏せ して,

主にアリを捕食する。丘陵部に普通。

キベリミジングモ Dゎ 0∽α"oフ0殉crgれαとα 高 匿山,鷹 取山.生 沢 下 草の
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根元に生息 し,ア リを補食する。県下に普通。

ヤマ トミジングモ D"0切 αブapoれ Ca 国 府新宿 稀 産種。県下での既知産地は

横浜市こどもの国と逗子市神武寺だった。

力こミジングモ D"。 cれα砲レSとゼιあa 高 麗山,生 沢,国 府新宿 葉 上で待ち伏

せ して,主 にアツを捕食する。県下に普通。

コアカクロミジングモ D"θ cれα殉″ι:ιαをo 高 麗山,国 府新宿

クロミジングモ DrpOttα  οたと円oc 国 府新宿 2種 ともア,を補食する。 ヨア

カクFミ ジングモは県下に普通。クロミシングモは記録が少ない。

シモフリミジングモ D"ο θれαPと,CttSparsα 高 麗山,国 府新宿 夜 間,枝 間

に張った糸の上でア ツを待ち伏せする。県下に普通。

カレハヒメグモ Eれ θpιogれαれaをrαれs砂2rs研∽でoとα 高 躍山,神 鋼山,城 山公

園 石 垣の隙間や樹木の割れ目などに不規則網を張る。丘陵地に普通。

ヒシガタグモ 駒 ,siれ″SQ″ れjS 高 麗山,石 神台 夜 間.逆 Y字 形の網を張 り,

歩行性昆虫を捕獲す る。県下に普通。

ムラクモヒシガタグモ E"sれ "S乃レb"レs 高 麗山 夜 間,地 表 との間にX字 ///

の網を張 り,歩 行性昆虫を捕獲。都市部には生息しない。

ハラナガヒシガタグモ ン oれcaιa caレどう修r 国 府新宿 細 形は不明。主に丘陵地

に生息するが数は少ない。

ツクネグモ Pん orοれc,抗α PjttJa 高麗山,生 沢,国 府新宿 針 葉樹の葉間に 1

本の鉛直な粘糸を引いただけの条網を張る。県下に普通。

ハラダカツクネグモ Pttθrθttcじ抗αα腕りcれ:れs 国 府新宿 ツ クネグモより腹部

に凹凸がある。稀産種。県下での既知産地は厚木市飯山観音のみ。

ハンゲツオスナキグモ &?α ιθa c。り2rttco2a 高 盟山 石 垣の間や河原の石の下

に不規則網を張る。県下に普通だが確認が困難。

スネグロオチバヒメグモ &c砲 砲OPsれ LppOれC″s 高 麗山,生 沢,小 磯幼稚園,

国府新宿 落 棄層に生息。県下に普通。

バラギヒメグモ 仰 姥r,抗οれcんれ切れ流 国 府新宿 か ん木の校間や葉間に不規則

紹を張る。県下に普通。

ムナボシヒメグモ 角 確r↓どtοtt s,crれれοιαιじ殉 高 麗山,生 沢, 国府新宿 主 に

クモを捕食する。市街の緑地や寺社にも普通。

ハイイロヒメグモ Tttrtttott s″bpa2ιgtts 生沢。国府新宿 枯 木の樹皮下, 石

垣などに不規則網を張る。都市部には生息しない。

コケヒメグモ 何 確rど胡οtt s″あaど″″れ砲 高 麗山 樹 皮の表面に不規則細を張る。

丘陵地や雑木林に生息。
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木ラヒメグモ科 Nesticidac

コホラヒメグモ 川 体克c″s brcヮゎcs 高 麗山,国 府新宿 落 葉層に生息。洞窟に

も生息する。

チビホラヒメグモ Nttιtc″s ttOgerO 国 府新宿 倒 木の下に不規則網を作る。

稀産種。海岸に近い所や洞窟に生息する。

サラグモ科 Linyphiidae

コサラグモ ム P,″ oだ。所。円αsc“′α 高 麗山.生 沢,国 府新宿 下 草間に生息。

5月 中旬に繁殖期がある。県下に普通と思われる。

タマヤミサラグモ Arc呼 んαttιcsとαttαθれsis 高麗山,鷹 取山 下 草間にシー ト

細を振る。丘陵地に生息する。

ザラアカムネグモ Asp2rれ θral co砲"″れ;S 高麗山,生 沢,鷹 取山,国 府新宿

落葉層にシー ト紹を張る。県下に普通。

クロテナガグモ Bα ↓砲呼んαれと?s robレsと″s 高 麗山 落 葉層にシート網を張る。

三構半島及び丹沢の丘陵地に生息。

タテヤマテナガゲモ β研ル pんoんとsをαとOα ttα?'SうS 高 麗山,鷹 取山,西 小磯.

国府新宿 落 棄層にシー ト縄を張る。県下に普通。

ヤマ トマルサラグモ 0如 ヶo砲αとsれLppο几↓cLs 国 府新宿, 湘南平 落 葉層に

生息する。稀産種。県下の記録は大磯町と大井町上大井のみ。

ハラジロムナキグモ Dヵ ιOc響ん。ιοじ挽s sqgαれ″s 高 麗山, 国府新宿 草 間に

シー ト網を振って生息。県下に普通。

デーニッツサラグモ Doθ れこιzれs pcれじc22″s 高 麗山,国 府新宿 草 間にシー ト

網を張る。県下に普通と思われる。

コデーニッツサラグモ D。 2所とzt″s Parυ″s 高 麗山 地 表付近にシー ト網を張

る。丘陵地に生息。

ヤマ トケズネグモ COれ αttz円ブaPο,'Cと砲 高 麗山 地 表付近に生息。局地的に

記録がある。

ユノハマサラグモ LttPれ ay協 れoんα円o2れSじS 高 麗山,鷹 取山,生 沢,国 府新

宿 針 案樹の枝間に ドーム網を張る。丘陵地に普通。

ヘリジロサラグモ ろ 職 pんれ οじどo抗caを。 高 麗山,国 府新宿 下 草にシー ト網

を張る。広 く分布する。県下に普通。

ツリサラグモ 五 卵 pttαブapoれ Ca 高 麗山 ハ ンモッタ網の上面に占座する。

山地性である。

ムネグロサラグモ 五 し■ypれ αれをrわ2CrO'挽S 国 府新宿 ハ ンモ ック網の下面

に占座する。丘陵地に普通。

クボミケシグモ Meと oれ?とa cottcaりα 高 麗山
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クロケングモ 勉 研or22ιつれιg′α 鷹 取山

ナナメケシグモ 〃 あοぇαα ob2を″a 高 麗山 3種 は落葉中にシー ト網を張る。

記録は局地的である。

チピ7カ サラグモ Aleれoとοg殉″s sa,ど″あοたれ↓とs 高 麗山,国 府新宿 下 草間

にシー ト網を張る,全 身赤い小形種。県下に普通。

イマダテテングヌカグモ 0↓a↓砲α」α↓湧 西 小磯,湘 南平 上 壊性の微小種。記

録は局地的で相模川以西では初記録である。

スソグロサラグモ Osttarれ sれ oιanoPノgれs 西 小陵 地 表ヘシー ト網を張る。

県下に普通と思われる。

アリマネグモ SO姥 死ぬ。"況 ιo枕c湧 高 麗山,国 府新宿 土 壌性の微小種。記録

は局地的である。

フトグロ7カ ムネグモ 晩 砲σttαけoヵ 砲あマα 国 府新宿  ト ウキ ョウアカムネ

グモ ユ をoたγooれs,sは 本種のシノ■ム (同種異名)。記録は局地的。

セスジアカムネグモ 防 砲θ2t。しαけれSCCとjcωs 高 麗山 地 表にシー ト網を張る。

県下の水田や草原に普通。

オオサカアカムネグモ U砲 砲gあαιa οsαたo2れsじs 高 麗山 地 表にシー ト網を張

る。県西部に局地的に記録がある。

ワタエツノヌカグモ 材 況cたθれagr↓αたθ↓たoα? 高 麗山 記 録は局所的。

テングヌカグモ 17aιcん釣acrtaれ ↓ra 高 盟山,国 府新宿 稀 産種。既知産地は

伊勢原市日向のみ。

センショウグモ科 M i metidae

センショウゲモ D的 ブqp9722Ca 高麗山ャ国府新宿 他 のクモの網に侵入し。そ

の主を結食する。市街地にも普通

カラカラグモ科 Theridiosomatidae

ヤマジグモ Ogじ どれjじsP″″ι"S 鷹 取山,国 府新宿 特 異な立体円細を作る。丘陵

地や崖地の草間に普通。

ナルコグモ M∽ 成を。rど。Sp 生 沢 渓 流の上に鳴子網を張る。卵の うが観察

された。丘陵地の渓流に生息。

ヨリメグモ科 Anapidae

ヨロイヒメグモ COttaroma nac″ [os″砲 高 麗出,生 沢 落 葉層で採集さFlる

徴小種。稀産種。

ヨリメグモ attOc″ ιルs,7gα 航れ″s 国 府新宿 渓 流の石の間などに不規則円

網を作る()丘陵地の渓流に生息。

コツブゲモ科 M ysmenidae

ナンブコツブゲモ ″ ys砲でれαブ9抗  国 府新宿 湿 った崖地に球状円細を振る,

612
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記鎌は局地的である,

コガネグモ科 Araneidae

ハツリグモ Aご ″sfZαs cθccj″″s 高 麗山,西 小磯,国 府新宿 下 車にほぼ半円

形のF]網を張 り,中 心に落葉を吊るし,中 に潜む。県下に普通。

キザハンオニグモ ム raれθレs absc↓ssとs 西 小磯,国 府新宿 草 間に大形の水平

円細を張る。県下に普通。

ヤエンオニグモ ム ranc″s ttacac″s 鷹 取山 枝 間に垂直円網を張る。丘陵地に

生息する(〕

ビジョオニグモ Ara■ e,s砲 れ"C2S 高 麗山 樹 間に組の一部が切れた垂直円

綱を張る.県 下に普通。

アオオニグモ ム raれ働s Pθれとagrα砲772↓CとS 高 麗山 樹 間に網の一部が切れた

垂直円綱を張る。県下に普通っ

マルゾメオニグモ Arαれを″s scttι施れarιs 高 麗山 樹 間が 2m以 上あいた場所

に垂直円網を張る。県下に広 く分布する。

オニグモ Arattθ2sり例し,

rじcOs″s 高 麗山, 生沢,

国府新宿,石 神台 幼 体

は各地で見かけるが,成

体は生沢で観察。県下に

普通 (図V-150)。

カラオニグモ Ara乃 ?″s

υlPCrttr 高麗山 丘 陵

部で採取。都市部には生

息 しない。
図V - 1 5 0オ ニ グ モ

Arαれで2s υどrfttυ¢庇rどs 国 府新宿

忠 しないⅢ

ハラビロミドリオニグモ

丘陵部に生息する。都市部 ・市街地には生

コガネグモ ム rg↓Opc attθ2れa 生 沢,西 小磯,寺 坂,国 府新宿 樹 間に垂直円

網。近年.各 地で激減 している。牛舎周辺に多かった (口絵)。

チュウガタコガネグモ A暗 ↓oPc bOcsθれberg↓ 鷹 取山,生 沢, 西小磯 草 間 ・

樹木の間に垂直円網。ヨガネグモより多いが減少しつつある。

ナガヨガネグモ A暗 ↓OPθ br″e■れをcれ↓ 西 小磯,虫 窪,国 府新宿 草 原に多く,

網の位庸はチュゥガタコガネグモより低い。県下に普通。
コガタコガネグモ A宅 め ?′,あ″とa 高 麗出,神 揃山,国 府新宿 草 間,樹 の

技問た妊n門 網。刺激を与えると跳んで落下する。県下に普通。
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ヤマトカナエグモ Cんor,cPos,lppoァ↓fc2s 高麗山 国 府新宿 網 を張らすに

網主のクモを結食する。県下に普通.

ギンメッキゴミグモ αttιOSa c菅?成を9αιba 高 麗山 草 間や枝間に日の細かい

垂直円網を張り,頭 を上にして占座する。県下に普通。

ヤマトゴミグモ q/2。 scブリ,。ttCα 高 麗山

ヤマゴミグモ Q疼 2osα ttοれけとCOιo 高 麗山,国 府新宿 2種 とも枝間や樹間に

垂直円網。高麗山の過去の記録でシヤゴミグモ Q/ι OsαれS22αれ。 と同定さ

れたクモは,多 分ヤマトゴミグモの誤りである。丘陵地に生息する。

ゴミグモ Qκ ιosα οCをo12berごと′αια 高 盟山,鷹 取山, 国府新宿.石 神台 垂

直円網を張る。県下に普通。

ヨツデゴミグモ QttιθSC S辺でc″′αιa 全 域 草 間および広い範囲に目の細かい

垂直円網を張る。市街地にも生息する。

トリノワンダマシ Qガ とaracんれでbL/0 高 麗山,国 府新宿

オオトリンフンダマシ Cガ ιarocんれc LrLa2?協αtts 西小磯,国 府新宿

シロオビトリノワンダマシ Qガ ιaracん几cれagaso7fteれsts 国府新宿 3種 とも

夜間に大形の水平円網を張る。各地で記録があるが.個 体数は少ない。

スズミグモ Qガ をopんora砲 oれccerll s↓s 虫 窪,国 府新宿 ド ーム状の絹目網

を作る稀産種。1991 722に,虫 窪で雌成体を発見。数日後,姿 を消した (口

絵)。

シロスジショウジョウグモ Frヵosοsれどα saれどとれθα 高 麗山 林 縁の葉間に垂

直円網を張る。分布は局地的で,市 衛地には少ない。

コガネグモダマシ ろα克777α argj?βttοr向↓S 目 府新宿 草 原に夜間,垂 直円網

を振る。県下の河原などに普通。

ワキグロサツマノミダマン ダ ?oscθれa r72でど20ιιθ2ど 高 麗山`生 沢, 虫窪。 国 府

新宿 垂 直円網を張る,腹 部が緑色のクモ。夏に成熱する。県下に普通。

コゲチャオニグモ Nttsco几αPしたCをLgerα 高 麗山。国府新宿 樹 被間や草間に

垂直円網を張る。県下に普通ぃ

サツマノミダマシ P`2oscoれasヴ タο辺セs 高 麗山,国 府新宿,石 神台 垂 直円

網を張る。ワキグβサツマ/ミ ダマシより早く成熟する。県下に普通。

ヤマシ回オニグモ N∽ scona sりιια 高 麗山,鷹 取山,生 沢,神 師山, 国府新

宿,石 神台 丘 陵地に多く,夜 間に垂直円網を振る。県下に普通。

イエオニグモ N∽ scoれaれαと↓↓cα 大 磯駅 人 家の軒先や駅の構内に垂直円網を

振る。県下に普通。

ツシマトリノワンダマシ Parapた cとataそsLs12LttθttsjS 鷹取山 1990 628に

枕真史氏が雌成体を発見。南方系で、滅多に記録されない稀産種.

6 1 4
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ズグロオニグモ Y agあ ″腕ja stα 大 磯駅 人 家の軒先や橋の欄千に,袋 状住居

を持つ。垂直円網を振る。市街地にも普通。

サガオニグモ Zι ια αsをr泌。夕 高 躍山,国 府新宿 垂 直円網を張る。山地 ・丘陵

地に生息する。

カラフ トオニグモ Z′ ″α sacんaι抗2,sじs 高 麗山,鷹 取山,国 府新宿 山 地に多

く,垂 直円網を張る。幼体は平地の生け垣にも見られる。県下に普通。

アシナガゲモ科 Tetragnathidac

ョツポシヒメ7シ ナガグモ Dyscれ rとοgれαあα?2αどr:砲。c″′αια 高 麗山 水 田

や草原に生息。局地的な記録がある。

チユウガタシロカネグモ Lθ″cα峰無 bサαれJα 鷹 取山,生 沢 草 間に水平円網を

張る。南方系で神奈川県には少ない。県下で確実な記録は横浜市野庭.小 日原

市,真 鶴町だった。

オオンロカネグモ ん。“c。4平 砲agれ"Ca 高 麗山.生 沢 国 府新宿 渓 流上に

水平円網を使る。県下に普通。

コシロカネグモ Lθ ttcclzg2 subb[αれどa 高 麗山t神 加山,鷹 取山,生 沢, 国府

新宿 革 間に水平円rlBを張る。県下に普通。

キララシロカネグモ Lczca隻 平 sαbgc砲砲ga 国 府新宿 草 間に斜めの水平円

網を張 り。 クモは葉裏に潜む。県下に普通。

ヤマジ ドヨウゲモ 肋 協a rcと↓c″ιοあ後s 高 麗山,生 沢,国 府新宿 湿 った日陰に

目の荒い垂直円網を張る。丘陵地に生息。

メガネ ドヨウグモ Mc● 222cα2gcプ リ的

九αttθれs:s 高麗山.鷹 取山,城 山公園

渓流上などに斜めの水平円網を張る。市

街地にも普通。

夕ニマノ ドヨウグモ Mcじιttcαttgでた0

772P'rθれs:s 生沢 渓 流上に大きな水平

円網を振る。丘陵地に生息。

ジョロウグモ Nepん j′α crαttα施 全 域特

有の賄形円網を張る。市街地にも普通。

コガネグモ科から転科 された (図Ⅳ―

151)。

ヤサガタアシナガグモ 何 θιragれαし九α

砲αれιιοsa 高 麗山 水 平円網を張る。

市街地にも普通。

図lV-151 ジ ョロゥグモ
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アシナガグモ Taragれ aとんa pragどoれo 高 麗山,生 沢,虫 窪,国 府新宿 水 平

円網を張る。市街地にも普通。

ウロコアシナガグモ T2Lragれ aιんas?レα砲oとo 高 麗山,浅 間山,寺 坂,国 府新

宿,石 神台 樹 間 ・校間に10御前後の水平円網を張る。網を張らずに虫を縮獲す

る場合も多い。市街地にも普通。

ヒラタグモ科 Urocteidac

ヒラタグモ Uttctta co,pacttι お 高 麗山,国 府新宿 雨 戸や壁の表面に天幕

状の住居を作 り,受 信糸を出す。市街地にも普通。

タナグモ科 Agelenidac

クサグモ ム どo2θれα克向bαね 高 麗山,神 加山,鷹 取山,生 沢,西 小陵, 国府新

宿 大 きな棚網を張る。県下に普通。

コクサグモ ム どcι夕れo opttcttια 全 域 ク サグモより小さな棚網を張る。市街地

にも普通。

コタナゲモ ac″ れれαブapOれ Cα 高 麗山,国 府新宿 湿 った石の下や岩の隙間

に網を張る。局地的に記録がある。

本ラズ ミヤチグモ aχ ιOをθs aれしrj 高麗山 湿 った崖地に生息する。山地に分

布。

ヤマヤチグモ a文 あと2s corαsttts 高 麗山,神 揃山,国 府新宿 林 床の草間に

薄い棚網を張る。市街地には生息 しない。

ウスイロヤチグモ 6χ ιθι2s』セcoιοr 高 麗山 落 葉層から採集された稀産種。

ヤチグモ 0死 ιOtts c=れjαιjs 高麗山,西 小践 朽 木下面などに網を張 り, 地表

面を9F御。県下に普通。

シモフリヤチグモ COgιoとでsれ sと抗os″6 高 麗山,鷹 取山 朽 木下面などに網を

張 り,地 表面をつF徊。県下に普通。

アズマヤチグモ Cocιoιθsた↓ιαzα″a↓ 高 麗山,西 小隣 崖 地に横穴の管状住居

を作る。県下に普通。

メガネヤチグモ Co22oとcs ttcれos,s 高 麗山,国 府新宿 石 塀や石垣の間に管

状住居を作 り,棚 網を張 り出す。市街地にも普通。

ナミハグモ科 Cybaeidac

カチ ドキナ ミハグモ Cγ bagLs,LPPOttc″ s 高 麗山 崖 地に管状住居を作る。

丘陵地に生息する。

キシダグモ科 Pisauridae

アオゲロハシリグモ D02o772況修S raPとor 生 沢 湿 地や渓流の石の上で虫を待

ち伏せる。都市部には生息 しない。

8 ク  モ  類

イオウイロハシ リグモ

Doιo砲2挽ss,それre“s

全域 草 間をθF徊。幼体

は市街地に も普通 (図

V一ヽ 152)。

7ズ マキシダグモ P↓saぃ

ra ιattα 高 麗山,西 小

隣 丘 陵部 の草間をつF

徊。県下に普通だが,都

市部には生息しない。
図V-152 イ ォウィロハシリグモ

コモリグモ科 tycosidae

ヒノマルコモリグモ Arc↓osαブapOrlLCα 高 麗山 草 地をクF徊する。県下に普

通。

ハラクロヨモリグモ ■ /οsa cο夕ιθstts 高麗山.石 神台 草 地に穴を掘 って生

息。県下に普通。

イナダハリゲコモリグモ ParJosa agrcrじα 寺 坂 水 田に多い。記録は局地的

だが,お そらく県下に普通。

ウゾキコモリグモ Parど osa asをrを夕ra 高 麗山,生 沢, 国府新宿,東 小磯 草

地 ・草間を徘御。県下に普通。

ヤマハリゲコモリグモ Parどοsa breヮじυ″2ヮα 高 麗山j鷹 取山,国 府新宿 草

地 ・草間をつ,徊。丘陵地に生息。

ハリゲコモリグモ 員 グどοs。2α″r。 高 麗山t鷹 取山,生 沢,西 小磯 草 地を徘

徊する。県下に普通。

クラークヨモリグモ 見 raとo cισrc所 高 麗山,贋 取山 湿 った草原を徘徊。県下

に普通だが,都 市部には生息 しない。

イモコモリグモ P″ 。しαPどraとοど挽s 高 圏山,鷹 取山 湿 った畑地や草原に生

息。記録は局地的だが,お そらく県下に普通。

テビコモリグモ Pじ″αια prOc“rυ″s 高 麗山,西 小磯 草 地をつF徊する。県下に

普通。

キバラコモリグモ 見 rtta s″bpじrαttc″s 寺 坂,国 府新宿 湿 った草間や水田に

生息。県下に普通。

アライ トコモリグモ TrocんOsa r″rico2α 高 麗山,西 小磯 都 市部には生息 し

ない。
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ササグモ科 Oxyopidae

ササグモ O170Pcs scrと αι"s 全 域 草 間を徘徊。市街地にも普通。

フクログモ科 Clubionidae

アシナガコマチグモ Cれ racaれιんれ"c所 ラιれo 高 麗山 業 上を,F徊。県下に普

通だが個体数は少ない。

カバキコマチグモ θ れracαれれj″砲 ブaPoれ Cレ砲 高 麗山, 国府新宿 ス スキ等

の葉を巻いて住居を作る。県下に普通。

ヤマ トコマチグモ Cttracaれ とんとりれιoscわ,砲  高 麗山 カ バキヨマチグモ同様

の住居を作る。県下に普通。

ヤサコマチグモ θ んじracaれをあ″砲 “れc“" 西 小磯,生 沢,大 磯町立図書館 屋

内にも生息する。県下に普通。

ハマキフクログモ α とb↓θれαブ●pOttC02a 高 麗山 イ ネ科植物の葉を巻いて住

居を作る。分布は局地的。

ャハズフクログモ Cあ b,0れoメ"c″れどα 高 麗山,国 府新宿 腹 部背面の矢はず紋

が日だつ。県下に普通。

ヒメフクログモ atr bわ れ。た″r"cnsじs 高 麗山,生 沢 水 田や草間に生息。おそ

らく県下に普通。

トビイロフクログモ α ″b↓o乃αιゼ几α 高 麗山,生 沢.西 小磯,国 府新宿 葉 上

クF徊性。県下に普通。

マイコフクログモ aと 抗o乃α rosをroしa 国 府新宿 平 地から出地まで林床をつF

徊。座間市 。二宮町 ・箱根町大涌谷で記録があった。

ムナアカフクログモ Cι″b↓oれaυ↓g" 高 麗山,西 小磯,国 府新宿 市 街地にも

普通。本種に酪似す るヤマ トフクログモは確認されなかった。

ハマキフクログモの近縁種 α 2bじo■a sp 西 小磯 1991 722に 雌成体が採集

されたが,種 名は決定 していない。

イタチグモ 比 αι6れα prαιたoια 高 麗山.鷹 取山,国 府新宿 地 表徘徊性の優占

種。県下に普通。

オ トヒメグモ Orれ ob″わ cr″cttrα 高 躍山,小 磯幼維園,国 府新宿 落 棄層を

θF徊。県下に普通。

キレオビウラシマゲモ Pん r″rθι↓ι九″s corcaれヒs 高 麗山,鷹 取山,生 沢,寺 坂,

国府新宿 落 葉層を徘徊。分布は局地的だが,お そらく県下に普通。

コムラウラシマグモ nけ "roιれん″sたo向″ra: 高 麗山, 国府新宿 落 葉層を徘

徊。秋に成熟する。県下に普通。

ウラシマグモ n併 "ro腕 んとs,Lppoれ c″s 全 域 落 葉層をθF徊。県下に普通。

ヤバネウラシマグモ nけ ″roι↓れ協sp∽ れαι″s 高 麗山,鷹 取山 腹 部背面に矢

6 1 8
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羽紋があ り,金 色の毛がある。県下に普通。

ネコグモ Tracttιasブapoれ c″s 高 麗山,生 沢,国 府本郷, 国府新宿 樹 間や

葉上をθF徊する。市街地にも普通。

イヅツグモ科 Anyphaenidae

ィプツグモ ム 砲呼ん。2,αp巧 記 国 府新宿 樹 皮上をθF徊する。丘陵地に生息す

る。

シポグモ科 Ctenidae

シボグモ ム れαれとα ra″几α 高 麗山,鷹 取山,生 沢,国 府新宿 地 表面を徘徊す

る。県下に普通。

アシダカグモ科 Heteropodidae

コ7シ ダカグモ ガ α2roPoど。/Orcゎ。とa 高 麗山,鷹 取山,生 沢,国 府新宿 屋

外に生息する。丘陵地に多い。

アシダカグモ 万 αθroPoどαυを,αιοr↓α 大 磯町立図書館,西 小磯,石 神台 屋 内

に生息する大形種。県下に普通。

ワングモ科 Gnaphosidae

トラフワシグモ Drassotts scrraし'どc,s 高 麗山

エビチャヨリメケムリグモ Drassy[施 s sa■ttcれぞれSけS 鷹 取山,石 神台

クロチャケムリグモ Z?ιoιgs as,αttcとs 高 麗山 3種 とも地表をつF徊する。エ

ビチャヨリメケムリグモl■横浜市野庭,逗 子市神武寺,厚 木市七沢での記録が

あった。 トラフアシグモ1 クロチャケムリグモは局地的に記録がある。

カニグモ科 Thomisidae

キハダカニグモ Bぃ sαttαttα ttcOraをo 高 麗山,鷹 取山,城 山公園,国 府本郷

樹皮上に生息。県下に普通。

イポカニゲモ BO茂 sc″s rlzberc″″αと″s 高 麗山 局 地的に生息。海岸に沿って分

布する。高麗山ではスゲの間に生息。

コハナグモ D↓。で。s″抗め″o 高 麗山.鷹 取山,国 府新宿 草 間をつF徊し, 花上

で昆虫を待ち伏せる。県下に普通。

アマギエビスグモ Lys↓″ιgs corοれαれs 高 麗山,生 沢,国 府新宿 草 Fg3をθF

御。丘陵地に生息する。

ハナグモ 辺 佑"砲∽OPsしr↓CとSp,どoと″s 高 麗山,鷹 取山,西 小磯, 国府新宿,

石神台 車 間を徘徊 し,花 の上で昆虫を待ち伏せる。県下に普通。

ワカバグモ 0妊 メatt Sとrゎけ務gs 高 麗山,鷹 取山.生 沢,国 府新宿 葉 上で昆虫

を待ち伏せる。市街地にも普通。

ニッポンオチバカニグモ OIyp克 ′αれEPPθれcα 湘 南平 落 葉層に生息。記録は

少ない。
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ガザミグモ Pjsとこ″s″れ」況αしレs 高 躍山,城 山公園 葉 上を徘徊。県 Fに普通だ

が個体数は少ない。

7ズ チグモ 仰 怖砲お"s↓aberac3rzs 高麗山t神 揃山,鷹 取山,西 小磯, 国府新

宿 草 間を徘徊。県下に普通。

セマル トラフカニグモ Tttα r"s rj砲o6とS 高 麗山,国 府新宿 樹 木の枝問,葉

上に生息。アリをよく描食する。県下に普通。

ャミイロカニグモ Xysを tc,s crocθ″s 高 麗山,鷹 取山,国 府新宿

オオヤミイロカニグモ Xysと↓c2s立 どαれ'S 国 府新宿 下 草の間に生息。ヤ ミイ

Pカ ニグモは市街地にも普通。

エビグモ科 Philodromidae

キンイロエビゲモ Pん 況oどro砲″sa“れcθ向″s 高 躍山 枝 葉間をθF徊。都市部

には生息しない。

キハダエビグモ P茂 [οどrο砲″s甲 あ沈ars↓s 高 麗山 樹 皮上や枝棄間を徘徊。

県下に普通。

アサヒエビグモ PrLr[。どr。砲″ssレbα"rcο2″s 全 域 か ん木の葉上や草間を徘

徊。市街地にも普通。

ヤ ドカリグモ 仰 物几atts mれ じac2″s 高 麗山,東 小陵,西 小陵 地 表を徘徊す

る。丘陵地に生息する。

シャコグモ 免 bcιttsと例θιιレs 高 麗出`神 価山,鷹 取山,国 府新宿 地 表つF徊

性の優占種。市街地にも普通。

ハエ トリグモ科 Satticidac

ヤマジハエ トリ ス cι″克",sヵ sιわ2S 高 麗山 地 表を徘徊する。丘陵地に生息

する。

ネコハエ トリ 0″ rんοと″s lαぇとんogrα殉れα 高 麗山,国 府新宿  4月 に亜茂体

雄の住居の隣に成体雄が住居を作る。県下に普通。

マミジロハエ トリ Dttrcん oαめar:α 高 麗山,鷹 取山,生 沢, 国府新宿 草 間

を徘徊する。市街地にも普通。

マミクロハエ トリ Ettrcん α rascta,α 鷹 取山 草 間を徘徊する。局地的に記録

がある。

ウデブ トハエ トリ 「crttocれ↓r,s bracれoι"s 高 麗山,鷹 取山,生 沢

キレワハエ トリ Har砲 ocれr″sp況 肋s 高 麗山,神 揃山,国 府新宿  2種 とも

落葉上をつF徊する。都市部には生息 しない。

アダンツンハエ トリ Hα sarれsa」 oれso77L 大磯町立図書館,大 践町役場,石 紳

台 関 東地方では屋内を徘徊する。南方系で,海 岸に沿って分布する。

コジャバラハエ トリ Hc,cれ sり ιlr7歩。し,s 高 麗山,国 府新宿

620
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ジャバラハエ トリの一種 ダ ゼ克cれs sp 高 麗山 2種 とも葉上や落葉層をθF徊す

る。丘陵地に多いが,都 市緑地にも見られる。

エキスハエ トリ エ αり所ααで,θα 高 麗山,鷹 取山 樹 皮上を徘徊する。寺社林

や丘陵地に生息する。

ヤハズハエ トリ Й ?,ssα ttθ空影とα Jヽ磯幼稚園前海岸。国府新宿 ス スキな

どの草を巻いて住居を作る。県下に普通。

オスクロハエ トリ Traヮ ↓ssα ttagjsιgr 国 府新宿 葵 上を徘徊。都市部には生

息しない。

ヨダンハエ トリ 財 αrP,ssα P"2ια 高 麗山`鷹 取山,国 府新宿 落 葉上, 下草の

地表付近を徘徊。県下に普通。

シラヒゲハエ トリ ン θ乃2れθr"s cOガ防s″s 高 麗山 堀 や壁面をθF徊する。市街

地にも普通。

アリグモ zγ rttaracんれビブapθれcα 高 麗山,神 獅山,西 小磯,国 府新宿 ア リ

に似る。樹木の実上,草 間を徘徊。県下に普通。

ヤサ7リ グモ zyrttarac九 れであれer砲↓cんgtts 高麗山,生 沢.西 小磯, 国府新

宿 ア リに似るが前種より体がlqEぃ。県下に普通。

ネオンハエ トリ N∽ れrゼι↓cttαι″s 神 師山,生 沢 落 葉層を徘徊する。稀産種。

県下での既知産地は緒根のみ。

チャイロアサヒハェ トリ Pん れとθ2ια abttOr砲↓s 国 府新宿

キアシハエ トリ Pん けれιc2ι。あ3/Zrc,2れをα 国 府新宿

メガネアサヒハエ トリ Pた あと夕″α2あcα 西 小磯,神 揃tL1 3種 とも草間を徘御。

丘陵地に生息する。

デーエッツハェ トリ 毘 θ克仰 θ:ど?Sどθg722とZj 高 麗山,生 沢`国 府新宿 野 外の

葉上をつF徊し,季 節を問わずよく見られるハエ トリ。市街地にも普通。

チャスジハエ トリ Pιαlpp″sP句 虎"克  高 麗山,大 磯町立図書館 屋 内にも屋

外にも生息。市街地にも普通。

ミスジハエ トリ P′笠"P″S satp2s 高 麗山,石 神台,大 磯駅 屋 内をよく徘徊

する。市街地にも普通。

イツハエ トリ Pscと 抗cじzs sれroんattθttsあs 照 ケ崎 海 岸の岩の雀みに住居を

作る。海岸に沿って分布。

カラスハエ トリ Rttcttθ α↓rαια 高 麗山,国 府新宿 葉 上を徘徊する。県下に普

通。

ヒメカラスハエ トリ 況 姥乃θ sp 国 府新宿 カ ラス′ヽエ トリより小形。記録が少

なく稀産種扱いだな 前種と混同されている。

アオオビハェ トリ SLttre″aυけけをaια 高 麗山,石 神台,国 府新宿 地 表をσF徊す
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る。時々アリを捕獲する。市街地にも普通。

ムツパハエ トリ yagjれ と砲αtts鞍 確たとαととs 生 沢 丘 陵部の樹皮上をθF徊す

る。

引用 ・参考文献

枕 真 史 (1991):大 磯町で採集されたツシマ トリノフンダマシについて 神 奈川

自然誌資料,12.86

平塚クモの会 (1986):平 塚市の真正クモ類 (1). リス トおよび分布 平 塚市博物

館研究報告,自 然と文化, 9,75-102

池田博明 (1986):東 京蜘珠談話会観察採集会報告 高 麗山のクモ (1985～1986),

Kisんどどaじα. 54, 22--28

熊田憲一 ・池田博明 ・谷川明男 (1995):神奈川県産クモ類目録 て おれどctc,68,      1

新捻夏望 (的7 ) :日 本における南北各系統種の分布について ム妙 ぬ 7α 奄-    1

47

新海栄一 ・熊田憲一 (1987)1大磯高麗山自然林の真正クモ類 神 奈川県指定天然

記念物地域 ・動物調査報告書,171-179,神 奈川県教育委員会

Tanikawa, A  (1992):A revisional study of the 」 apanese spiders of

the genus cyCι OSC Menge(Araneae :Araneidae ) Acと α Arocん 乃θι_,

41(1). 11--85

[池田博明]



平

成

十
二

年

二

月

一　
は
じ
め
に

大
磯
町
域
の
ク
モ
の
記
録
は

『大
磯
町
史
９
』
別
編
自
然
デ
ー

タ
集

（池
田
、　

一
九
九
七
）
に
集
積
し
た
二
四
五
種
が
す
べ
て
で

あ
る
。

デ
ー
タ
集
に
は

『大
磯
町
史
９
』
別
編
自
然

（池
田
、　

一

九
九
六
）
に
記
録
し
た
二
三

一
種
に

一
四
種
を
追
加
し
た
が
、

追

加
種
に
よ
っ
て
、

ク
モ
相
に
関
す
る
指
摘
が
変
化
を
必
要
と
し
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

ち
な
み
に
、

『大
磯
町
史
９
』
別
編
自
然
に
、

大
磯
町
の
ク
モ

相
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
た
の
は
次
の
五
点
で
あ

っ
た
。

（と

屋
内
性
は
も
と
よ
り
、

平
地
か
ら
丘
陵
に
生
息
す
る
幅

広
い
種
が
確
認
さ
れ
た
。

町
域
に
は
多
様
な
環
境
が

あ
る
た
め
で
あ
る
。

（２
）
東
京
都
内
や
神
奈
川
県
内
で
散
成
し
て
い
る
コ
ガ
ネ
グ

モ
や
、

落
葉
層
に
生
息
す
る
稀
産
種
が
確
認
さ
れ
た
。

高
麗
山
や
鷹
取
山
の
落
葉
広
葉
樹
の
二
次
林
や
常
緑
広

葉
樹
の
自
然
林
の
環
境
が
残
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

（３
）
山
地
性
の
種
が
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

町
域
の
山
塊
が

海
岸
地
域
に
面
し
て
い
て
温
暖
な
た
め
で
あ
る
。

（４
）
本
州
南
岸
線

（年
平
均
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
三

・
五
度
の

等
温
線
）
の
南
方
に
当
た
る
た
め
、

こ
の
線
を
南
限

と
す
る
ク
モ
が
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

（５
）
温
暖
化
の
影
響
か
、

南
方
系
だ

っ
た
ク
モ

（ス
ズ
ミ
グ

モ
、

チ
ュ
ウ
ガ
タ
シ
ロ
カ
ネ
グ
モ
、

ツ
シ
マ
ト
リ
ノ
フ

ン
ダ
マ
シ
）
が
確
認
さ
れ
た
。

そ
の
後
、

新
海
栄

一

（
一
九
九
人
）
は

「
ク
モ
類
に
よ
る
環
境

の
評
価
」
を
著
し
た
。

本
論
の
目
的
は
、

こ
の
新
海
の
環
境
評
価

法
を
大
磯
町
に
当
て
は
め
た
場
合
の
考
察
で
あ
る
。

夫

浪

町
史

跡

え

第

七

号

ク
モ
に
よ
る
来
坑
指
梓
と

人
残
町
の
ク
モ
相

池

田

博

ク
モ
に
よ
る
環
境
指
標
と
大
磯
町
の
ク
モ
相

日
本
蜘
妹
学
会
　
一裡

　
市出

　
」博

　
”明

明

―-85-



アオ グロハ シ リグモ  B クロガケ ジグモ    D ナガイツツタモ    A

ァカイロトリノフンダマシ A

ァヶボノユウレイグモ A

アンダカグモ    D

アシナガカニグモ   C

アシナガサラグモ   C
アシヨレグモ    A

アダンソン′ヽエ トリ D

アマギエビスグモ  C

イエオニグモ    D

イエクナグモ     D

イエユ レイグモ    D

インサ ワオニグモ   A

イプツグモ      A

イ トグモ       D

ウススジハエ トリ   C
エキスハエ トリ   C
エゾアシナガグモ   A
エ ビチャコモリグモ  B

オウギグモ     B

オオ トリノフンタマシ C

オォヒメグモ     D

オキツハネグモ    D

オダカグモ     A

オダカユウレイグモ  D

オニ グモ       D

オビボツカニ グモ   B
カギゾメカラスヨミグモ  C
ガザ ミグモ      B
カネコ トタテグモ   C
カパキケム リグモ   D
カラカラグモ    A
カ レハ とメグモ    D
カワペコモ リグモ   A
キアンハエ トリ   C
キエ ビグモ      B

キ ンノウエ トタテグモ D

キジrlオヒキグモ   C

キジロゴミグモ   A

キ ノボ リトタテグモ  C

ギポシヒメグモ   B

キ ヨヒメグモ    D

キ ンイロエビグモ   D
キ ンヨウグモ     A

クロテナガグモ   B

クロ トリノフンダマシ B
クロミジングモ    A
コアカクロミジングモ C
コオニグモモ ドキ   B
コガネグモ      C
コガネとメグモ   A
ゴマジロオニグモ   C
コマツエンマグモ   A
サガオニグモ    C
サ トヒメグモ     D
ジグモ        D
ンナカニグモ    B
シナノァシナガグモ  B
シノビグモ     A

シベ十ラグモ     B
ンモフリヒ〆グモ   A

シモフ リヤチグモ   D

シモングモ      D

シラヒゲハエ トリ   D
ラロオビトリノフンダマシ B
ズグロオニグモ    D
スジアカヘシリグモ  A
スジブ トハシリグモ  A
セアカゴケグモ    D
ソメワケトリ′フン マ々シ A
タカユ ヒメグモ    A
タニマノドョウグモ  B
タマヤ ミサラグモ   B
チ ビサラグモ     A

チャスジハエ トリ   D
チュウガタコガネグモ B
チ リグモ       D
ツクネグモ      A
ッノォニグモ     A
ッノナガイソウロウグモ C
ッ リサラグモ     B

デーニッッサラグモ  C
テナガグモ     D

トウキ ョウウズグモ  D

トガリオニグモ    A

トゲグモ      B
トビジロイソウロウグモ  B

ナガテォニグモ    C

ナナホンヒメグモ   D

ナナメケシグモ    D

ナルコグモ      C

ナンブコツブグモ   B
ニシキオニグモ    B
ヌサオニグモ     C

ネコハグモ      D
ハナサラグモ     C
ハラダカックネグモ  C
ハラナガヒシガタグモ C
ハラビロミドリオニグモ A
ヒラタグそ      D
ヒロハヒメグモ    C
フジイコモリグモ   C
フタスジサラグモ   A
フタバヤチグモ    A
フノジグモ      B

ホンミドリヒメグモ  B
マダラスジ′ヽエ トリ  B
マダラヒメグモ    D
マルゾメオニグモ   A

ミスジハエ トリ    D
ムッ トゲイセキ グモ  C
ムッバハエ トリ    B
ムネグロサラグモ   C
メガネヤチグモ    D
モンシロコゲチャノヽエトリ D
ヤエンオニグモ    C

ヤバネウラシマグモ  D

ヤマオニグモ    A

ヤマゴミグモ     A

ヤマジグモ     A
ヤマジドヨウグモ   B
ヤマジハエ トリ   A
ヤマ トゴミグモ   B

ヤ ミイロオニグモ   B
ヤリグモ       C
ユカタヤマンログモ  D
ユノハマサラグモ   C
ユノハマヒメグモ   A
ヨツポシサラグモ   A
ヨリメグモ      A
ワスレナグモ     Dクスミサラグモ トリノフンダマシ  C

A「 Aラ ンク、 B Bラ ン ク、 C iCラ ンク、 「,■ 都 市環 境 指標 棲

二
　
新
海
栄

一
の
ク
モ
に
よ
る
環
境
指
数

新
海
は
東
京
都
内
六
地
域
の
デ
ー
タ
を
基
本
に
し
て
、

環
境
指

標
種
を
選
定
し
、

自
然
環
境
の
指
標
と
な
る

「自
然
環
境
指
標
種
」

を
三
つ
に
ラ
ン
ク
づ
け
し
た
。

Ａ
ラ
ン
ク
は
豊
か
な
森
林
植
生
が

存
在
す
る
自
然
度
の
高
い
山
地
に
生
息
す
る
種

（
コ
ガ
ネ
ヒ
メ
グ

モ
、

イ
シ
サ
ワ
オ
ニ
グ
モ
、

ヤ
マ
オ
ニ
グ
モ
、

カ
ラ
カ
ラ
グ
モ
な

ど
三
七
種
）
、

Ｂ
ラ
ン
ク
は
山
地
か
ら
里
山
に
か
け
て
良
好
な
森

林
、

あ
る
い
は
樹
林
地
に
生
息
す
る
種

（オ
ウ
ギ
グ
モ
、

チ
ュ
ウ

ガ
タ
コ
ガ
ネ
グ
モ
、

コ
オ
ニ
グ
モ
モ
ド
キ
な
ど
二
九
種
）
、

Ｃ
ラ

ン
ク
は
山
地
か
ら
里
山
、
さ
ら
に
村
林
地
が
帯
状
ま
た
は
鳥
状
に

存
在
す
る
地
域
に
ま
で
広
く
生
息
す
る
種

（ア
シ
ナ
ガ
サ
ラ
グ
モ
、

コ
ガ
ネ
グ
モ
、
ト
リ
ノ
フ
ン
ダ
マ
シ
、

ム
ツ
ト
ゲ
イ
セ
キ
グ
モ
な

ど
〓

一
種
）
で
あ
る
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
自
然
度
の
低
い
都
市
部
環
境
に
生
息
す
る

「都
市
環
境
指
標
種
」
と
し
て
、

ジ
グ
モ
、

イ
エ
ユ
ウ
レ
イ
グ
モ
、

オ
オ
ヒ
メ
グ
モ
、

ア
シ
ダ
カ
グ
モ
な
ど
三
人
種
を
選
定
し
た
。

新
海
は
こ
れ
ら
を
ラ
ン
ク
別

・
科
別
に
ま
と
め
た
が
、

該
当
す

る
種
を
検
索
し
に
く
く
、

実
際
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
非
常
に
不

便
で
あ

っ
た
。

そ
こ
で
、

表
１
に
こ
れ
ら
の
和
名
を
五
十
音
順
に

示
し
た
。

こ
れ
ら
の
種
を
用
い
て
行
う
環
境
指
数

（自
然
度
）
の
算
出
法

は
次
の
式
の
通
り
で
あ
る
。

環
境
指
数
＝

〔
（自
然
環
境
指
標
種
合
計
十
１
）
■

（都
市
環

境
指
標
種
合
計
十
１
と

×
採
集
種
類
数
合
計

こ
の
式
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、

自
然
環
境
指
標
種
を
Ａ

・
Ｂ

。
Ｃ

の
三
ラ
ン
ク
に
分
け
た
も
の
の
、

ラ
ン
ク
の
差
に
よ
る
重
み
付
け

は
行

っ
て
い
な
い
。

ま
た
、

都
市
環
境
指
標
種
と
し
て
は
市
街
地
で
日
立
つ
種
が
選

定
し
て
あ
り
、

こ
れ
ら
の
ク
モ
の
発
見
は
容
易
で
あ
る
が
、

こ
れ

ら
の
種
数
が
環
境
指
数
に
は
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

た
だ
し
、

屋
内
性
の
種
に
関
し
て
は
若
千
問
題
が
あ
り
、

そ
れ
に
つ
い
て
は

後
で
考
察
す
る
。

全
体
の
採
集
種
数
は

一
般
に
調
査
日
数
に
応
じ
て
増
加
す
る
。

表 1 ク モ類による環境指標種
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表 2環 境指数から見た環境の評価 (自然度の評価)新海1998に よる

きわめて志化 車
０

平均的 良好 きわめて良女「

山地型 300以 ト 300 -ヽ500 500ヽ700 700(1000 lo00)次二L

里山型 100)火 ド 100 ヤヽ200 200ヽ400 400ヽ600 6 0 t l以上

都市型 20以 下 20ヽ40 40 -ヽ60 60ヽ80 80サ攻上

の
観
点
か
ら
評
価
で
き
る
と
こ
ろ
が
特
徴
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、

表
３
の
地
域
を
都
市
型
と
し
て
評
価
し
た
場
合
は
、

二
百
町

・
小

田
原
市
社
寺
林

‘
真
鶴
町
は

「平
均
的
」
と
い
う
判
断
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、

新
海
は
都
市
型
環
境
指
標
種
を
選
定
す
る
際
に
、

イ
ト
グ
モ

・
シ
モ
ン
グ
モ

・
ユ
カ
タ
ヤ
マ
シ
ロ
グ
モ

・
チ
リ
グ
モ

の
よ
う
な
ほ
と
ん
ど
屋
内
で
し
か
見
つ
か
ら
な
い
種
を
都
市
環
境

指
標
種
に
含
め
て
い
る
が
、

調
査
者
が
調
査
地
域
の
地
元
民
で
な

い
場
合
に
は
、

屋
内
調
査
は
不
可
能
だ
し
、

地
元
民
に
屋
内
で
ク

モ
を
調
査
し
て
も
ら
う
よ
う
な
徹
底
的
な
調
査
を
す
る
ほ
ど
、

行

き
ず
り
の
者
が
野
外
調
査
だ
け
で
す
ま
せ
た
場
合
よ
り
も
環
境
指

敬
が
低
下
す
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
不
都
合
だ
し
、

私
た
ち
が
調
査
中
に
し
て
い
る
環
境
評
価
の
印
象
か
ら
も
外
れ
て

く
る
。

ア
シ
ダ
カ
グ
モ
の
よ
う
な
夜
間
に
は
外
壁
を
徘
徊
し
た
り
、

聞
き
取
り
で
も
生
息
が
確
認
で
き
る
種
は
い
い
と
し
て
も
、

シ
モ

ン
グ
モ
や
チ
リ
グ
モ
の
よ
う
な
目
立
た
な
い
屋
内
性
の
ク
モ
は
環

境
指
標
種
に
含
め
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

試
み
に
大
磯
町
の
デ
ー
タ
か
ら
、

都
市
環
境
指
標
種
で
シ
モ
ン

グ
モ
と
チ
リ
グ
モ
を
除
い
て
、

環
境
指
数
を
算
出
す
る
と
四

一
七

算
出
し
た
環
境
指
数
の
評
価
は
、

山
地
型
の
環
境
評
価
、

里
山

型
の
環
境
評
価
、

都
市
型
の
環
境
評
価
を
す
る
場
合
の
そ
れ
ぞ
れ

に
よ
っ
て
異
な
る

（表
２
）
。
こ
の
基
準
設
定
は
新
海
の
経
験
的

な
要
素
が
大
き
い
。

〓
一　
大
磯
町
と
近
隣
各
地
域
の
環
境
指
数

大
磯
町
の
ク
モ
相
の
特
徴
を
考
察
す
る
た
め
に
、

近
隣
の
ク
モ

相

（平
塚
市
、

二
宮
町
、

小
田
原
市
社
寺
林
、

真
鶴
町
）
の
環
境

指
数
を
求
め
た

（表
３
）
。

大
磯
町
の
環
境
指
数
は
三
人
五
と
算
出
さ
れ
、

こ
の
値
は
里
山

型
の
環
境
を
評
価
す
る
場
合
に
は

「
平
均
的
」
と
判
断
さ
れ
る
値

の
範
囲

（二
〇
〇
～
四
〇
〇
）
に
入
っ
て
い
る
。

平
塚
市
は
大
較

町
よ
り
自
然
度
が
高
く
、

「良
好
」
と
判
断
さ
れ
る
範
囲
に
な

っ

た
。

平
塚
市
は
吉
沢
の
よ
う
な
自
然
度
の
高
い
地
域
を
含
む
か
ら

で
あ
る
。

二
宮
町

・
小
四
原
市
社
寺
林

（小
田
原
城
内
高
校
内
を

含
む
）

‘
真
鶴
町
の
評
価
は
里
山
型
と
し
て
は

「き
わ
め
て
悪
化
」

と
判
断
さ
れ
る
範
囲
に
な
っ
た
。

新
海
の
環
境
指
数
は
算
出
し
た
指
数
を
評
価
す
る
場
合
に
複
数

と
な
り
、

新
海
が

「良
好
」
と
判
断
し
て
い
る
値
の
範
囲
四
〇
〇

～
六
Ｏ
①
の
内
に
入
っ
て
く
る
。

他
の
地
域
に
関
し
て
も
同
様
の

評
価
で
再
計
算
を
し
て
み
る
と
、

平
塚
市
の
デ
ー
タ
か
ら
は
ユ
カ

タ
ヤ
マ
シ
ロ
グ
モ
と
シ
モ
ン
グ
モ
を
除
い
て
環
境
指
数
は
四
六
四

で
、

里
山
型
と
し
て
は

「良
好
」
で
あ
る
。

二
宮
町
で
は
チ
リ
グ

モ

・
シ
モ
ン
グ
モ

・
ユ
カ
タ
ヤ
マ
シ
ロ
グ
モ
を
除
い
て
七
五
、

小

田
原
市
社
寺
林
で
は
チ
リ
グ
モ

・
ユ
カ
タ
ヤ
マ
シ
ロ
グ
モ

・
イ
ト

グ
モ

・
シ
モ
ン
グ
モ
を
除
い
て
六
人
、

真
緯
町
で
は
チ
リ
グ
モ

・

ユ
カ
タ
ヤ
マ
シ
ロ
グ
モ
を
除
い
て
大
六
と
い
う
結
果
に
な
り
、

い

ず
れ
も
里
山
型
と
し
て
は

「き
わ
め
て
悪
化
」
だ
が
、

都
市
型
と

し
て
は

「良
好
」
と
い
う
判
断
に
な
る
。
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
環

境
を
調
査
し
た
と
き
の
印
象
と
も

一
致
す
る
。

四
　
高
麗
山
と
鷹
取
山
の
ク
モ
に
よ
る
環
境
指
数

新
海
の
環
境
指
数
は
町
内
の
特
定
域
に
適
用
す
る
こ
と
も
で
き

る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
た
と
え
ば
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
て
、

今
回

の
調
査
の
中
心
で
あ

っ
た
高
麗
山
と
鷹
取
山

（生
沢
を
含
む
）
に

指
数
を
適
用
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る

（表
４
）
。

表 3 大 磯町と近隣各地のクモによる環境指数

地域 大磯町 平 塚 市 二 宮 町 小日原社寺 真鶴町

ランクA敬 1 0

ランクB歌 2 2 2

ランクC敦 3 3 5

都市環境種

採集種数

環境指数 428

一-88-――-89-―



高 麗 山 鷹 収 山

フ / 夕 A 袈 5

ランクB数 6

ランク(ラ敏

都 市 環 境 檀

抹 集 極 致 8 4

環境指数

表 4

高麗山と康取山の環境指数

環
境
指
数
か
ら
は
高
麗
山
は
里

山
型
と
し
て
は
な
ん
と
か

「平
均

的
」
と
い
う
判
断
に
な
り
、

鷹
取

山
は
や
や

「悪
化
」
し
て
い
る
と

い
う
判
断
と
な
っ
た
。

既
に
高
麗
山
と
鷹
取
山
に
つ
い

て
は
ク
モ
相
か
ら
見
て

「山
地
の

フ
ァ
ウ
ナ
で
は
な
い
」
と
い
う
判

断
を
し
て
い
る
が
、

そ
の
理
由
に

つ
い
て
は

「標
高
が
低
い
」
こ
と
と

「海
岸
に
面
し
、

温
暖
で
あ

る
」
こ
と
を
挙
げ
て
お
い
た

（池
田
、　

一
九
九
六
）
。
こ
の
両
山

は
標
高
か
ら
し
て
確
か
に
出
地
常
に
は
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、

東
京
蜘
妹
談
話
会
な
ど
の
調
査
の
報
告
か
ら
算
出
し
た
各
地
の
環

境
指
数
と
比
較
し
た
場
合

（新
海
、　

一
九
九
人
）
、

高
麗
山
や
鷹

取
山
の
指
数
は
決
し
て
満
足
で
き
る
値
で
は
な
い
。

つ
ま
り
、

両

山
の
自
然
度
が

「悪
化
」
し
て
い
る
と
い
う
判
断
は
適
切
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。

そ
の
要
因
と
し
て
、

例
え
ば
、

鷹
取
山
は
高
い
と

こ
ろ
ま
で
広
く
畑
や
ゴ
ル
フ
場
と
し
て
開
発
利
用
さ
れ
て
い
る
こ

シ
ノ
ビ
グ
モ
　
ス
ジ
ア
カ

ハ
シ
リ
グ
モ

ス
ジ
ブ
ト

ハ
シ
リ
グ
モ
　
タ
ニ
マ
ノ
ド
ョ
ウ
グ
モ
　
ナ
ル
コ
グ
モ

ヤ

マ
ジ
ド

ヨ
ウ
グ
モ
　
ヤ

マ
ジ
グ
モ
　
ヨ
リ
メ
グ
モ（五

十
音
順
）

浜
日
哲

一
は
街
の
生
き
も
の
調
査
を
通
し
て
、

市
街
地
で
は
少

な
か
ら
ず
樹
上
性
の
動
物
が
見
ら
れ
た
の
に
、

草
原
性
の
種
の
減

少
が
著
し
か
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

特
に
鳴
く
虫
は
草
原

へ

の
依
存
性
が
高
く
、

草
原
消
失
の
影
響
は
大
き
い
。

そ
し
て
、

街

の
生
物
多
様
性
を
高
め
る
上
で
は
草
原
環
境
を
も

っ
と
高
く
評
価

し
、

事
の
緑
を
増
や
す
よ
う
な
活
動
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
す
る

（浜
日
、　

一
九
九
五
。

浜
日
、　

一
九
九
人
）
。
こ
の
点
は
ク
モ
相
に

関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。

ク
モ
の
多
様
性
は
餌
と
な
る
昆
虫
の
多
様
性
に
依
存
し
て
お

り
、

昆
虫
の
多
様
性
は
植
物
群
落
の
多
様
性
に
依
存
す
る
。

新
海
の
ク
モ
類
に
よ
る
環
境
指
数
は
専
門
的
な
同
定
能
力
が
必

要
な
た
め
、

ア
マ
チ
ュ
ア
が
手
軽
に
利
用
で
き
る
も
の
で
は
な
い

が
、

東
京
蜘
味
談
話
会
が
実
施
し
て
い
る
採
集

・
観
察
会
の
規
模
、

つ
ま
り
春
夏
秋
冬
の
各
季
節

一
回
ず
つ
、

の
べ
四
日
間
の
調
査
で

と
が
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

五
　
ク
モ
の
多
様
性
と
自
然
環
境

ク
モ
の
多
様
性
を
支
え
る
環
境
と
し
て
は
湿
性
環
境
が
重
要
で

あ
る

（池
田
・谷
川
、

一
九
九
六
）
。

わ
ず
か
な
規
模
の
水
系
で
あ

っ

て
も
、

生
育
可
能
な
植
物
の
種
類
を
増
や
し
、

見
虫
類
の
発
生
の

源
と
な
る
。

大
磯
町
の
水
辺
環
境
の
悪
化
に
関
し
て
は
、

両
生
類

・

甲
虫
類

・
ト
ン
ボ
類
の
研
究
者
か
ら
も
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る

（丸

山
、　

一
九
九
六
。

小
日

，
税
、　

一
九
九
六
。

高
橋
、　

一
九
九
六
）
。

ク
モ
相
に
関
し
て
も
両
地
域
か
ら
は
湿
地
を
好
む
種
類
は
あ
ま
り

発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、

同
様
の
水
辺
環
境
の
悪
化
を
指
摘
す
る
こ

と
が
出
来
る
。

新
海
が
選
定
し
た
自
然
環
境
指
標
種
の
中
か
ら
水

辺
環
境
に
体
存
す
る
種

一
二
種
を
挙
げ
て
み
た

（表
５
）
。

表
５
　
水
辺
環
境
に
依
存
す
る
ク
モ

¨
自
然
環
境
指
標
種
の

中
か
ら

ア
オ
グ
ロ
ハ
シ
リ
グ
モ
　
ア
ケ
ボ
ノ
ュ
ウ
レ
イ
グ
モ

カ
ラ
カ
ラ
グ
モ
　
カ
ワ
ベ
コ
モ
リ
グ
モ

も
十
分

に
環
境

評
価
が

で
き

る
こ
と
を
示
し

て

い
る
と
思
わ
れ

る
。

ク
モ
を
用

い
た
環
境
評
価
と
し
て
は
調
査
地
域
を
相
対
的

に

比
較
す
る
方
法
は
あ

っ
た
が

（池
田

・
谷
川
、　

一
九
九
六
は
成
体

種
数

に
よ
る
比
較
を
提
言
し
て

い
る
）
、

絶
対
的
な
指
数

は
提
案

さ
れ
た
こ
と
が
無
か

っ
た

の
で
、

今
後

の
利
用
と
選
定
種

の
見
直

し
が
お
お

い
に
期
待
さ
れ
る
。
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